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１． 研究背景と目的 

 2004 年に発生した新潟県中越地震での負傷者の約 4

割は,室内での家具の転倒や散乱によるものだった．ま

た,1995 年に発生した兵庫県南部地震の死者 6434 人の

約8割が圧死であると報告されているように,家具の固

定などを含む室内の安全対策が死傷者の減少につなが

ると考えられる． 

そこで本研究では,中高層マンションの家具の固定

状況を調査し,高さ方向と住民の防災意識との関連性

をみることを目的とする． 

 

２． 研究方法 

 本研究では,まず中高層マンション住民に対する家具

の固定意識調査として豊洲五丁目アパート（以下同アパ

ート）でアンケートを行った．次に k-net（強震ネット

ワーク）の地震記録を用い,同アパートの階数ごとに高

さ方向の最大応答加速度を求めている． 

 

３． 研究結果と考察 

 3-1．地震波を用いた応答解析 

 1995 年以降に発生し,本研究で解析対象とした地震

を表 1に示す．これらの地震波形を用いて,質点系モデ

ルに置き換えた同アパートで時刻歴応答解析を行い,

各階の床応答値を求めた．また同アパートは 1983 年築

の RC 構造で,表 2に示すように 10 階棟,12 階棟，14 階

棟の 3 つの棟に分かれており,それぞれの重量は,1 階

の床面積から 1.2ton/m2で算出し,バネ定数は柱の大き

さから求めたものを用いている． 

 解析結果として,同アパートのモード形は図1のよう

になり,各階の床応答の絶対加速度の最大値は図2のよ

うになった．また,10 階周辺に節が出来ているのは,卓

越周期が0.2秒で 14階棟の2次モードが卓越したため

である． 
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地震名 発生日 観測点 M 最大加速度 方位 死者数

鳥取西部地震 00/10/6 新見 7.3 816gal E-W 0人

芸予地震 01/3/24 湯来 6.4 830gal E-W 2人

宮城県沖地震 03/5/26 牡鹿 7.0 1112gal E-W 0人

新潟県中越地震 04/10/23 十日町 6.8 1715gal N-S 51人

棟 高さ 柱数 建物面積 固有周期 全戸数

10階棟 約37ｍ 6本 256㎡ 0.37sec 17戸

12階棟 約45ｍ 16本 720㎡ 0.41sec 87戸

14階棟 約52ｍ 18本 1088㎡ 0.55sec 105戸

T(1)＝0.55sec T(2)＝0.19sec T(3)＝0.11sec

表 1 対象地震 

表 2 豊洲五丁目アパート 

図 1 14 階棟のモード形 
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図 2 14 階棟における各階の床の最大加速度 

土木学会第61回年次学術講演会（平成18年9月）

-591-

1-296



 しかし,10 階以上の上階では入力した地震波の最大加速

度よりも大きい結果が得られており,同アパートの上階で

は特に家具の転倒に注意をする必要があることがわかった． 

 

 3-2．家具固定に関する意識調査 

 住民の家具の固定意識を調査するために同アパートにて

アンケートを実施した．期間は 12 月 7 日から 21 日までの

2 週間である．配布総数 209 件に対して回収総数は 89 件,

うち 6 割は 60～80 代の方々であった．この理由として,同

アパートが都営住宅であり,築 22 年と古く入居者に高齢者

が多いためと考えられる．以下,アンケート結果を図 3～図

6に示す． 

 全体的に家具の固定を行っているという世帯は少なかっ

た（図 3）．そして,各階の回答数と家具を固定している世

帯数の割合を求めたところ,回答数にばらつきがあるが 12

階,7 階,9 階に固定している世帯が多いことがわかった（図

4）．以上のことから,現在同アパートでは全体的に家具の固

定意識は低く,高さ方向との相関性は見られなかった．  

しかし,現在固定をしていないが,これから固定を考えてい

ると答えた世帯が,これからも固定を考えていないと答え

た世帯よりも多く見られた（図 5）．これを各階の分布にす

ると,上階で高い値を出す結果になった（図 6）．また,家具

の固定以外では,家具を低いもので統一しているといった

意見もあり,同アパートの防災意識は高いといえる． 

 

４． まとめ 

 本研究では豊洲五丁目アパートの高さ方向について,以

下のことがわかった． 

・ 応答解析の結果,下階よりも上階の家具の方が転倒の

危険性が高いことがわかった． 

・ 高さ方向に関わらず,家具の固定意識はあまり高くな

いことがわかった． 

・ 高さ方向と家具の固定率には相関性がみられなかった

が,防災意識とはある程度の相関性がみられた． 

・ より上階で家具の固定を推進する対策が必要である． 
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図 3 各階の固定世帯数と非固定世帯数 
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図 5 これから家具の固定を考えているか 

図 6 各階のこれから家具の固定を考えている

世帯の割合 

図 4 各階の家具の固定率 
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